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競技者の良好なコンディショニングの維持お

よびパフォーマンスの向上，中高年者の疾病予防

を目指して，食事と運動の適切な組み合わせ方法

について，基礎栄養学・運動生理学等の観点から

ヒトを対象に研究しています。 

 

● 現在の研究テーマについて 

①栄養素摂取時の胃内容排出（gastric emptying)  

消化吸収過程のひとつに，摂取した内容物の胃か

ら小腸への移動があります。内容物の胃から十二

指腸への排出（胃内容排出；gastric emptying（GE））

を胃の超音波断層像を用いた非侵襲的な方法を

用いて検討しています。我々は，この方法を用い

て，摂取する糖質の種類の違いが GE に与える影

響について研究を行っています。 

 

②運動中の栄養素摂取時の循環動態 

運動時には活動筋へ大量の血液を供給するため

に内臓血流量は減少します。一方で，食後には消

化吸収のために内臓血流量（特に消化管の血流量）

は増加します。このように我々の身体では，必要

な時に各組織へ適切な血流配分が巧みに行われ

ています。我々は，運動中の糖質摂取時の各組

織・器官への血流量を超音波ドップラー法によっ

て連続的に測定し，全身への血流配分についてよ

り詳細な検討を行っています。 

 

 

③運動後低血圧時の栄養素摂取時の循環動態 

自転車運動のような動的な運動を長時間行う

と，運動後に血圧が安静時の値より数時間以上

にわたって低下するという現象があります。こ

の長時間運動による降圧作用は高血圧の改

善・予防に役立つ一方で低血圧患者には失神等

の負の影響をもたらします。我々は，運動後低

血圧時の糖質摂取が全身および局所の循環動

態に及ぼす影響について研究を行っています。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

現在行っている研究テーマを次のように発展

させていきたいと考えています。 

①摂取する栄養素と GE の関係性，主に小腸へ血

液を供給する上腸間膜動脈血流と GE の関連性，

運動が GE に及ぼす影響等について検討を行いた

いと考えています。 

②運動中の活動筋への血流量を減少させない効

果的な栄養摂取の方法等について検討を行いた

いと考えています。 

③運動後低血圧を維持あるいは回復させる栄養

摂取のタイミングや栄養素の種類等について検

討を行いたいと考えています。 

 

● 地域•社会と連携して進めたい内容 

健康の維持・増進，生活習慣病の予防，スポーツ

競技力の向上を目指した運動時に効果的な栄養

補給に関する新たな提案を行いたいと考えてい

ます。 

● これまでの連携実績 
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